スピングラスの相転移と低温比熱(ランダムスピン系の相転移,研究会報告) by 佐藤, 敏和 & 都, 福仁
Titleスピングラスの相転移と低温比熱(ランダムスピン系の相転移,研究会報告)
Author(s)佐藤, 敏和; 都, 福仁

























の温度依存性が変る(図 1,2参照 ). T≦Tgでは比熱は温度 Tに比例し増大する.
T>Tgではこの勾配が小さくなりbroadな山をもっているOこの現象は x -0･01,
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a(Ri)ニ ト (拷 /x),
7n(Ri)=<Si･Sj>/(S(S+･-L))
(原子 ) (1)
(磁気 ) (2)
のように与えられるOここで幻まAの組成,増 は i点にB原子がいるとき,j点にお
けるAの存在確率であるO またSiは i点におけるスピンベクトルであるO
αijはX線や粒子線の散漫散乱の強度分布から得られるoClapp-Massは,平均場近似
のもとにdiJとViJの間の関係を求め,観測された強度分布からvijを求めたOこれに
従って具体的な例として fcc不規則Au4Mn合金の結果を示す｡dijとViiからの強度
分布の再現性は,前者ではよいが後者では悪い｡
この方法を同じ近似のもとに磁気の場合に拡張した｡対応する式はつぎのようになる｡
m(K)-C'lll(TN/T )(I(K)/J(a)]ll
I(Rij)-C′I,zdK 〔-(K)〕~1exp(+2wiKRij)
7n(K)-∑ 7n(Rii)exp(-27riKLliJ)
i≠j
I(K)-∑ I(Rii )exp(-27=iLmiJ)
i≠ j
-F42-
観測強度 (5)
(6)
ここで
